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新型コロナウイルスが世界中を席巻し、日本でも非常事態宣言が出されました。 

大変に厳しい状況の中、皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

一日も早い事態の収束と、皆様の心身にわたるご健康を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

年 次 総 会 報 告 

 新型コロナウイルス感染防止対策の一環で、総会の会場に予定しておりました保土ヶ谷アワーズの会議室が３

月３日から使用不可となりました。そのため、今年度の総会は「文書送付による総会」に代えて行い、総会資料

送付、質疑応答を経た後、葉書返送によりすべての議案が承認されました。 

主な内容をご報告いたします。 

 

１． ２０１９年度活動報告 

 （１）国内活動 

２月３日（日）よこはま国際フォーラム２０１９参加、３月３日（日）年次総会開催、５月１８日（土）・１９

日（日）あーすフェスタ２０１９出展、６月２５日（火）～２９日（土）ゴスペル広場セネガルウィーク出展、

８月４日（日）GOSPEL FOR PEACE参加、９月２８日（土）、２９日（日）グローバルフェスタ２０１９出

展、１０月１日（火）～１２月８日（日）福引き２０１９チケット販売、１１月１０日（日）江戸川区東部地

域まつりでケベサックと本を販売、１２月８日（日）バオバブパーティー２０１９開催 

＊運営委員会は６回開催、ニューズレターは5号発行しました。 

 （２）国外活動 

＊定期支援として、サルム・ジャネ小学校、サーバシ・チャム小学校、ンジャゴ第一小学校、クール・マジャ

ベル小学校、ンジャウ・マリック小学校、バンブガール・マサンバ小学校、ンガティ・ナウデ小学校、ンガテ

ィ・オルディ小学校、ンジャゴ第二小学校、サルム・ジャネ中学校、ジム・モマール・ゲイ中学校、サーバシ・

チャム アラブ学校、ンジャゴ第一アラブ学校、ユネスコ・クラブ（クール・マジャベル聾唖学校）、ンジャゴ

第二アラブ学校（新規）に支援金を贈りました。（小学校8校、中学校2校、アラブ学校3校、その他1校） 

＊タタ・ロッヒンボウ保育園に、園舎移転の補助として３０，０００円を贈りました。 

＊ゴディバ・フランコアラブ学校に、増え続ける生徒数に対応するための補助として６０，０００円を贈りま

した。 

＊運動会プロジェクト 

２０１３年より「私たちの支援校で運動会開催を！」を目標としてかかげ、セネガル政府機関への運動会開催を

含む教育提言提出、日本の運動会紹介DVD作成、セネガル訪問でDVD贈呈と上映などを行ってきました。それ

ら各所への働きかけや情報収集が実り、９月２４日（火）、サーバシ・チャム小学校に於いて、運動会実施に向

けたワークショップを開催することができました。バオバブの会からは、このワークショップ開催支援として９

７，５１０円を送金しました。 
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２．２０２０年度活動計画 

（１）国内活動 

＊NGOゴスペル広場さんの「セネガルウィーク」、「ゴスペルコンサート」は出展が決定していましたが、新型

コロナウイルス感染拡大の影響で中止になりました。 

＊秋には「三鷹国際フェスタ」、「あーすフェスタかながわ２０２０」、「グローバルフェスタ２０２０」などが

開催される予定ですが、今後の状況を見ながら出展を検討していきます。 

＊会主催イベントとして１１月後半にチャリティライブ２０２０を予定していますが、今後の状況によって検討

していきます。 

（２）国外活動 

＊定期支援金については、サルム・ジャネ小学校、サーバシ・チャム小学校、ンジャゴ第一小学校、クール・

マジャベル小学校、ンジャウ・マリック小学校、バンブガール・マサンバ小学校、ンガティ・ナウデ小学校、

ンガティ・オルディ小学校、ンジャゴ第二小学校（支援開始より３年を経過したため今年度より減額）に４０，

０００円、サルム・ジャネ中学校、ジム・モマール・ゲイ中学校に８０，０００円、サーバシ・チャム アラブ

学校、ンジャゴ第一アラブ学校（支援開始より３年を経過したため今年度より減額）に２０，０００円、ンジ

ャゴ第二アラブ学校に３０，０００円（新規）、ユネスコ・クラブ（クール・マジャベル聾唖学校）に５０，０

００円を贈ります。 

＊運動会プロジェクト 

サーバシ・チャム小学校の第一回運動会が４月１８日（土）に開催決定となり、開催支援として３０，０００

円（テントと音響設備のレンタル代）を贈ることになっていましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

セネガルでは３月１６日からすべての学校が休校となりました。そのため、運動会も中止、支援金送付も保留と

なりました。 

＊サルム・ジャネ中学校ＯＢプロジェクト 

サルム・ジャネ小学校、中学校の卒業生２名によるサルム・ジャネ中学校運営自立プロジェクトは、教員向け

ワークショップ、鶏小屋、学校菜園、植樹、図書館・情報センター建設の５部門からなり、一部は昨年度より開

始されています。バオバブの会としてはこのプロジェクトに１５０，０００円を贈ることを決定しましたが、現

在、送金を保留しています。 

＊クーヤ・サロリ・ブーヤ小学校の鶏小屋計画 

クーヤ・サロリ・ブーヤ小学校はフンジュン県トゥーバクータ地区にある公立小学校です。この鶏小屋計画に

７０，０００円を支援することが決まりました。 

 

イベント報告 

 

よこはま国際フォーラム２０２０ yokohama-c-forum.org/wpforum/ 

日時:2020年2月15日（土）・16日（日） 11:00～17:10 場所:JICA横浜 

主催：よこはま国際協力・国際交流プラットフォーム運営委員会 よこはま国際フォーラム2020プロジェクト＜構成団体＞（特活）横

浜NGOネットワーク/公益財団法人横浜市国際交流協会(YOKE)/JICA横浜/横浜市国際局/神奈川大学 

 

国際協力・多文化共生に関わる団体が２日間にわたり講座やワークショップを開催するイベント。バオバブ

の会は、今年度も、１６日（土）に、「バオバブの会の運動会プロジェクト － 私たちの支援校で運動会を！」

のテーマで活動報告を行い、多くの皆様にご聴講いただきました。 
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★★★★ ことわざで開く、アフリカ文化の窓 ★★★★  

第３３回    コロナリゼーション 

    ― グローバリゼーションの定義を書き換える新型コロナウイルス － 

エル・ハッジ・マサンバ ディウフ      （訳・文責 水野） 

 

新型コロナウイルスの猛威は止まることを知らず、世界中で被害者が増え続けています（4月26日現在、 感

染者2,897,645人、死者202,880人）。この爆発的感染が世界経済と人々の生活にどのような災いをもたらすのか、

計り知れません。人類は常に新たな経験を積み重ねていますが、この厄災から引き出すことができる教訓のひと

つが、グローバリゼーションの概念を書き換えるのではないかと思います。 

政界や経済界を率いる人々を始め、多くの人々は、グローバリゼーションを経済の面からのみ捉えてきました。

つまり、グローバリゼーションとは、市場の国際的広がりであり、資金投入などの経済活動がやすやすと国境を

超える動きであると。ところが、グローバリゼーションには、社会と文化に関わる面があります。これがなけれ

ば、正しく、また長く続くものを生み出すことはできないほどの主要な柱であるにもかかわらず、これまで、人々

は、この面に注目してこなかったように思います。グローバリゼーションを社会と文化の面から見ることは、地

球をひとつの家、地球上に住む人々をひとつの家族として捉えるということです。ひとつの家族の中では、それ

を構成する人々はみんなつながっていますので、家族の中のひとりの問題は、家族全員の問題となります。「蟻

を一匹踏みつぶすと、他の蟻がみんなでお前を噛みにやってくる」とコンゴのピグミーの人々が言うように。 

不幸なことに、現代の人々はきわめて個人主義で、自分自身の安全のことばかり心配するようになってしまい

ました。そのため、社会に何か問題が起こっても、それが直接自分にふりかかってこなければ、＜それは自分に

は関係ない＞とか＜私の問題ではない＞と考え、＜私はどうすべきだろう？＞と考える人はまれです。しかし、

実は、＜私はどうすべきだろう？＞と考えることは、自分自身を守る第一歩なのです。セネガルのウォロフの人々

は次のように警告しています。「惨事を引き起こした者が、自ら被害者になるだけではない」注１。ひとつの災

害が起こったとき、どこで起こったにしろ、原因がなんであれ、また、最初の犠牲者が誰であっても、人々は、

被害を止めるために、直ちに力を合わせなければなりません。なぜなら、その被害はどこまで拡がるかわからな

いからです。 

もし、中国の一都市、武漢で新型コロナウイルス感染が始まったとき、私たちが、最初に、国籍は関係なく、

この都市に住むすべての人々のための解決策を見つけようとしたならば、現在のような地球的規模の爆発的感染

は起こらなかったと思います。あの頃、武漢にいた１４人のセネガル人のように、イスラムの教えを守っていた

ならば。預言者ムハンマドは言いました。「ひとつの町で疫病が流行ったとき、お前がその町にいなかったなら、

そこには行かないように。その町にいたなら、そこから出ないように」。ところが、不幸なことに、最初に考え

られたことは、「これは中国の問題だ」ということでした。ドナルド・トランプは＜中国ウイルス＞と呼びまし

た。すると、世界中で、中国人であることが＜悪いこと＞になりました。アメリカ、またおそらくは世界中で、

中国の人々が非難や攻撃を受ける場面が報道されました。 

これは個人レベルのことでしたが、国のレベルではどうだったのでしょう。各国政府は、武漢に住むそれぞれ

の国民を急遽帰国させました。これが、災いを広げた最大の原因となったわけです。＜中国ウイルス＞はまたた

くまに世界の問題になりました。もしあのとき、国を超えた協力と情報の共有があったならば、このウイルスを

もっと早く制圧することができたのではないでしょうか。ひとつの都市、または国だけにとどめて、今日のよう

な世界的な感染拡大を引き起こすことはなかったと思います。 

しかし、「災いの中にも幸いがある」といいます。新型コロナウイルス感染の世界的拡大で、世界中の研究者

が、一時的であれ競争をやめ、ひとつのチームのように団結してこの問題に取り組むようになりました。彼らは、

現在、このウイルスについての発見や治療の結果を交換しあっています。問題は、もはや、コロナの特効薬やワ
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クチンを一番に創り出し、それによって名声と富を勝ち得ることではありません。今や、敵はひとつ、新型コロ

ナウイルスであり、共通の目的も、できるだけ早く感染拡大と被害をくい止めることです。 

人類は、常に、成功と失敗の経験を積み重ねています。今回の失敗によって、人々は、ひとりでは何も成功さ

せることはできない、互いに支え合うことが必要だということを理解したように思います。 

アフリカの多くのことわざが、この真実を伝えています。 

＊「もし、お前の兄弟が川を渡るなら、綱を持っていてやらねばならない（ブルンジのツチの人々）」 

＊「一本の指だけで、落花生の殻を割ることはできない（カメルーンのバミレケの人々）」 

＊「片方の手がもう片方の手を洗う（ギニアのマンディングの人々）」 

＊「一本の指だけで、顔を洗うことはできない（ガボンのファングの人々）」 

＊「上下の顎が出会って骨を砕く（ウガンダのルンヨロの人々）」 

＊「一本の指だけで、皿の肉をとりあげることはできない（カメルーンのバムーンの人々）」注２ 

このようなことわざから正しく学ぶことができれば、新型コロナウイルス感染が終息したあとの再構築は、は

るかに容易になると思います。この感染による経済的、社会的損失は避けられず、甚大なものになるはずです。

世界中のすべての国が再構築に取り掛からねばなりません。経済を立て直し、産業を復活させる。安全と保健の

システムを再構築する。また、おそらく多くの国で政治体制の大変動が起こるでしょう。しかし、それらの再構

築がどれほど急を要するとしても、協力と連帯の必要性を忘れないことが重要です。 

この教訓は、バオバブの会が20年前から紙芝居で訴えてきたメッセージで言い換えることができます。つま

り、「みんなつながっている」です。互いに支え合うことが必要である、ということを常に心にとどめる中で、

私たちのひとりひとりの安全保障が可能になるのです。 

この問題の収束後、正義と相互の尊敬と愛を基礎として、協力と連帯に満ちた世界が打ち立てられるなら、こ

の新型コロナウイルスによる多くの人々の苦しみ、また死が、無駄にはならなかった、ということになるのでは

ないでしょうか。それには時間が必要です。そして、人々がみんなで努力しなければなりません。皆様もよくご

存じのラグビーのスローガン、「ONE FOR ALL, ALL FOR ONE ひとりがみんなのために、みんながひとり

のために」のように。ガボンのバソンジュの人々も言います。「ホロホロ鳥は仲が良いので、みんな揃って美し

く空を飛ぶ」。 

新型コロナウイルスに対する戦いは続いています。平静な心で、それぞれの立場でできることをしっかりやっ

て、みんなで乗り越えていきましょう。 

 

注１：セネガルの民話に次のようなものがあります。「二羽のにわとりが喧嘩をして暴れました。そのため、かまどの火の粉が舞い上がっ

て火事が起こりました。二羽のにわとりは最初に焼け死にましたが、次に小屋にいたおばあさんが亡くなりました。続いておばあさんの

お葬式を知らせるために村々を走った馬が倒れ、羊はお料理にされ、井戸の水を汲むために働き続けた山羊は死に……と、被害は次々に

広がりました」つまり、犠牲そして被害は、火事を起こした二羽のにわとりだけでは終わらなかったのです。 

注２：アフリカの多くの国々の食文化では、人々は、１枚の大きなお皿を囲んで、手で食べます。肉や野菜は大きな塊のまま、お皿の真

ん中に置かれます。そのため、親指と人差し指で肉や野菜を少しずつちぎりながら食べることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

バ オ バ ブ の 会         代表 エル・ハッジ・マサンバ ディウフ 

〒240-0052 神奈川県横浜市保土ヶ谷区西谷町993‐35 TEL&FAX 045‐373‐0059  

寄付振込先:ゆうちょ銀行振替口座 00200=1 45215  三菱ＵＦＪ銀行八重洲通り支店普通口座no.1523673 

★HP：http://the-baobab.org 

★Mail:info.the.baobab.assoc@gmail.com HP内の「お問い合わせはこちら」からご連絡いただけます。 

★FBページ名：バオバブの会The Baobab Association URL：http://www.facebook.com/the.baobab.association 
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